
第４０回卒業証書授与式 

◆
生
徒
会
功
労
賞 

生
徒
会
活
動
に
お
い
て

顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た

者 ◆
部
活
動
功
労
賞 

部
活
動
に
お
い
て
顕
著

な
功
労
が
あ
っ
た
者 

【
学
年
賞
】 

◆
努
力
賞 

当
該
学
年
成
績
の
平
均

が
80
点
以
上
の
者 

◆
皆
勤
賞 

当
該
学
年
に
欠
席
・
遅

刻
・
早
退
・
欠
課
の
な
い

者 ◆
精
勤
賞 

当
該
学
年
に
無
欠
席
で

欠
課
時
数
が
６
時
間
未

満
の
者 

◆
校
内
実
力
テ
ス
ト 

優
秀
賞 

当
該
学
年
に
２
回
と
も

受
験
し
上
位
３
位
ま
で

の
者 

 

部
活
動
功
労
賞 

３
Ａ 

遠
藤 

彩
美 

３
Ａ 

熊
田 

敦
也 

３
Ａ 

佐
藤 

辰
哉 

３
Ａ 

佐
藤 

優
也 

３
Ａ 

髙
崎
マ
リ
ヤ 

３
Ａ 

田
高 

諒
一 

３
Ａ 

中
山 

晴
香 

３
Ａ 

根
本 

優
也 

３
Ａ 

橋
本 

光
星 

３
Ａ 

福
井 

領
文 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

３
Ｂ 

石
川 

拓
実 

３
Ｂ 

小
山 

瑞
輝 

３
Ｂ 

佐
藤 

沙
耶 

３
Ｂ 

圓
谷 

琴
美 

３
Ｂ 

永
山 

大
輝 

３
Ｂ 

根
本
丈
太
郎 

３
Ｂ 

橋
本
き
ら
り 

３
Ｂ 
吉
井 

一
真 

３
Ｂ 
渡
辺
小
百
合 

３
Ｂ 

渡
邊 
一 

【
学
年
賞
】 

努
力
賞 

３
Ａ 

熊
田 

敦
也 

３
Ａ 

橋
本 

光
星 

３
Ａ 

皆
川 

涼
平 
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１
Ａ
半
澤 

 

彩 

１
Ａ
古
川 

史
也 

１
Ｂ
渡
辺 

隆
太 

精
勤
賞 

１
Ｂ
佐
藤 

春
花 

校
内
実
力
テ
ス
ト 

優
秀
賞 

１
Ｂ
白
石
萌
々
花 

１
Ｂ
渡
辺 

隆
太 

１
Ａ
古
川 

史
也 

多
読
者
賞 

１
Ｂ
服
部 

心
楓 

165 

冊 

 

【
検
定
合
格
】 

漢
字
能
力
検
定 

三
級 

２
Ａ
石
井 

美
優 

２
Ｂ
阿
部 

り
さ 

五
十
嵐
彩
未 

大
越 

美
紀 

 

１
Ａ
矢
部 

智
也 

簿
記
能
力
検
定
試

験 三
級 

２
Ａ
阿
部 

翔
悟 

車
田 

春
花 

名
城 

尚
希 

２
Ｂ
阿
部 

り
さ 

大
越 

美
紀 

菅
野 

佑
哉 

佐
藤 

萌
々 

鈴
木 

博
人 

沼
田 

敏
博 

第
三
回
実
用
英
語

技
能
検
定 

三
級 

 

２
Ｂ
名
城 

英
里 

四
級 

 

１
Ａ
半
澤 

彩 

【
学
年
賞
】 

 

《
二
学
年
》 

努
力
賞 

２
Ａ
半
澤 

妃
奈 

２
Ｂ
風
岡 

沙
羅 

２
Ｂ
名
城 

英
里 

２
Ｂ
五
十
嵐
彩
未 

２
Ｂ
円
谷 

和
生 

２
Ａ
車
田 

春
花 

２
Ａ
三
島
木
佑
依 

２
Ｂ
佐
藤 

萌
々 

２
Ｂ
阿
部 

り
さ 

皆
勤
賞 

２
Ａ
和
泉
直
男
樹 

２
Ａ
野
﨑
み
づ
き 

２
Ａ
半
澤 

妃
奈 

２
Ａ
三
島
木
佑
依 

２
Ｂ
阿
部 

り
さ 

２
Ｂ
石
井 

克
佳 

２
Ｂ
円
谷 

和
生 

２
Ｂ
沼
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敏
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２
Ｂ
増
子 

大
夢 

２
Ｂ
向
原 

唯
奈 

精
勤
賞 

２
Ａ
二
瓶
愛
純
香 

 
 

２
Ａ
根
本 

千
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２
Ａ
古
川
海
夏
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２
Ｂ
風
岡 

沙
羅 

【
３
ヵ
年
賞
】 

日
高
見
賞 

３
Ａ 

遠
藤 

彩
美 

同
窓
会
長
賞 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

優
秀
賞 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

３
Ｂ 

相
原 

大
輔 

３
Ｂ 

望
月 

真
樹 

３
Ｂ 

渡
辺
小
百
合 

皆
勤
賞 

３
Ａ 

佐
藤 

辰
哉 

３
Ａ 
佐
藤 

優
也 

３
Ａ 
皆
川 

涼
平 

３
Ｂ 

永
山 
大
輝 

３
Ｂ 

望
月 
真
樹 

精
勤
賞 

３
Ａ 

根
本 

優
也 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

３
Ｂ 

後
藤 

希
望 

３
Ｂ 

鈴
木 

涼 

３
Ｂ 

渡
辺
小
百
合 

生
徒
会
功
労
賞 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

３
Ａ 

福
井 

領
文 

３
Ｂ 

根
本
丈
太
郎 

３
Ｂ 

松
田 

龍
弥 

長
高
だ
よ
り  
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三
月
一
日
（
木
）
、
本
校
体
育

館
に
て
、
第
四
十
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
音
楽
祭
で
卒
業
生
が
歌

っ
た
思
い
出
深
い
曲
の
流
れ
る

中
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
校

長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

 

式
の
中
で
は
、
卒
業
生
代
表

と
し
て
前
生
徒
会
長
の
眞
弓
剛

く
ん
よ
り
、「
担
任
の
先
生
が
根

気
強
く
面
倒
を
見
て
く
だ
さ

り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
互
い
に

励
ま
し
あ
っ
た
り
相
談
し
た
り

で
き
る
ク
ラ
ス
で
本
当
に
良
か

っ
た
」
、
「
春
か
ら
地
元
で
あ
る

長
沼
地
区
で
働
き
、
地
域
の

方
々
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
言
葉
が
、
周
囲
へ

の
感
謝
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

式
の
最
後
に
は
、
卒
業
生
に

よ
る
「
桜
（
コ
ブ
ク
ロ
）
」
の
合

唱
が
披
露
さ
れ
、
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
体
育
館
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
卒
業
生

四
十
六
名
は
、
県
議
会
議
員
の

川
田
昌
成
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
来
賓
の
方
々
と
保
護
者
の
皆

様
、
職
員
と
在
校
生
に
見
送
ら

れ
て
、
母
校
を
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。 

当
日
朝
は
別
れ
を
惜
し
む
涙

の
よ
う
な
雨
が
降
っ
て
い
ま
し

た
が
、
次
第
に
空
も
晴
れ
、
卒

業
生
の
前
途
を
祝
福
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
明
る
い
日
差
し
の

中
、
第
四
十
回
卒
業
証
書
授
与

式
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

  

おめでとう！３年Ｂ組 

おめでとう！３年Ａ組 

３
Ｂ 

久
保 

諒
馬 

３
Ｂ 

鈴
木 

涼 

３
Ｂ 

吉
田 

妃
里 

皆
勤
賞 

３
Ａ 

有
我 

駿
平 

３
Ａ 

遠
藤 

彩
美 

３
Ａ 

立
林 

貴
弥 

３
Ａ 

橋
本 

光
星 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

３
Ｂ 

久
保 

諒
馬 

３
Ｂ 

佐
久
間
美
公 

３
Ｂ 

鈴
木 

涼 

３
Ｂ 

圓
谷 

琴
美 

精
勤
賞 

３
Ｂ 

佐
藤 

沙
耶 

３
Ｂ 

根
本
丈
太
郎 

校
内
実
力
テ
ス
ト 

優
秀
賞 

３
Ｂ 

吉
田 

妃
里 

３
Ｂ 

久
保 

諒
馬 

３
Ａ 

眞
弓 

剛 

 

３Ａ眞弓剛君 

一 人 ひ と り に 授 与 

各
賞
に
つ
い
て 

 

【
３
ヵ
年
賞
】 

◆
日
高
見
賞 

３
ヵ
年
を
通
じ
学
年

成
績
の
平
均
が

80
点

以
上
で
、
首
席
の
者 

◆
同
窓
会
長
賞 

３
ヵ
年
を
通
じ
顕
著

な
功
労
が
あ
っ
た
者 

◆
優
秀
賞 

３
ヵ
年
を
通
じ
学
年

成
績
の
平
均
が

80
点

以
上
の
者 

◆
皆
勤
賞 

３

ヵ

年

を

通

じ

欠

席
・
遅
刻
・
早
退
・
欠

課
の
な
い
者 

◆
精
勤
賞 

３
ヵ
年
を
通
じ
無
欠

席
で
欠
課
時
数
が
６

時
間
未
満
の
者 

 

２
Ｂ
佐
藤 

萌
々 

２
Ｂ
生
田
目
未
怜 

２
Ｂ
長
谷
川 

勇 

２
Ｂ
廣
瀬 

開
登 

２
Ｂ
本
間 

択
海 

２
Ｂ
森
田 

滉
也 

校
内
実
力
テ
ス
ト 

優
秀
賞 

２
Ａ
半
澤 

妃
奈 

２
Ｂ
風
岡 

沙
羅 

２
Ｂ
佐
藤 

萌
々 

多
読
者
賞 

２
Ａ
芳
賀 

秀
樹 

95
冊 

 

《
一
学
年
》 

努
力
賞 

１
Ａ
古
川 

史
也 

１
Ｂ
白
石
萌
々
花 

１
Ｂ
佐
藤 

春
花 

１
Ｂ
小
川
亜
麻
衣 

１
Ｂ
渡
辺 

隆
太 

１
Ａ
佐
久
間
海
斗 

１
Ａ
大
須
賀
亮
汰 

皆
勤
賞 

１
Ａ
五
十
嵐 

海 

１
Ａ
井
上 

大
陽 

１
Ａ
佐
浦 

蒼
生 

１
Ａ
服
部 

心
吏 

 

 
 



重点事項 評価基準 

１生徒が主体的・対話的・協働的に学ぶ態度の育成 
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２生徒が「わかる・できる」と実感できる授業の実践    ３望ましい学習習慣の定着に向けた取組みの奨励       ４各種検定・資格取得に向けた個別指導の充実 

   
５生徒の実態調査の実施と進路指導の充実              ６進路ガイダンスや職場体験学習の充実               ７講演会の活用によるキャリア教育の推進 

   
８進路情報の適時な提供と面接・相談の計画的実践      ９進学・就職希望者に対する個別指導の充実           １０基本的生活習慣の確立と身だしなみ指導の推進 

   

１１いじめ防止対策の充実と心の教育の推進           １２安全教育及び情報モラル教育の充実               １３自己存在感、自己肯定感を高める活動の活性化 

   

１４諸活動を通したコミュニケーション能力の育成     １５地域との関わりによる社会性の育成               １６地域に貢献する活動の開拓 

   

本校の目指す生徒像「自己の進路を実現し、社会人として自 

               立できる健全な生徒」を確立するために、４つの努力目標を設 

定し、２学期末に、教員・生徒・保護者対象のアンケートを実

施しました。内容は『学校経営・運営ビジョン』にある重点事項１～４の中にある項目１～１６

について、共通の質問をし、努力目標の取り組みに対する三者の意識を比較検討できるように工

夫しました。これらのアンケート結果を分析し、改善を加えて今後の取り組みにいかしていきま

す。なお、グラフは左からＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの割合を表します。 

学校評価報告  

１確かな学力の育成   ２進路指導の充実 

３豊かな人間性の醸成 ４開かれた学校づくり 

り 

Ａよくあてはまる       Ｂ大体あてはまる 

Ｃあまりあてはまらない Ｄ全くあてはまらない 
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